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AUD/JPY MONTHLY
2013年4⽉から2019年1⽉でフィボでつないだ。
236のラインとなる78.5辺りがレジサポラインとして⾒ることができる。
全体的には下⽬線ではあるもののどこで236までは上昇の可能性も視野に⼊れる
必要性があるかも︖
6⽉の陽線で終了しているので、このまま7⽉も上昇を継続するか否かは
3⽇の⽉曜⽇にどう動くかがポイントかも︖



AUD/JPY WEEKLY
週⾜で確認し、
2017年9⽉をエリオットのスタート判断すると、
アップルショックを3波と考えると
現在5波を終了してA波に⼊ったとも考えられる。
78.5辺りまで上昇して再下降というストーリーも良いかなぁ。

236まで上昇か︖それとも、ミッドバンドまで上昇か︖
⾊々考えると楽しくなるなぁ。



AUD/JPY DAILY

4⽉17⽇からエリオットをスタート。
現在A波に移⾏中。
76.3辺りで跳ね返るか、それとも更に上昇して236まで
進むかは、わからないが、76円を超えてくると
どこで下降開始となるかをしっかりと考えていきたい。

G20の影響での上昇とも考えられる。
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AUD/JPY 4H

4時間⾜では、トリプルボトムからの上昇傾向。

まさにバンドウォーク状態かも︖
現在5波とも考えられるので、下降のタイミングを逃さなければ
良いトレードとなる可能性は⾼い。
76円まで上昇するかどうかがポイントとなりそう。



AUD/JPY 1H

⽇本時間25⽇の11時スタートで上昇してきた値から最⾼値までを
フィボで繋いだら、なんと、236まで戻ってきていた。

28⽇の11時が絶好のエントリーポイントということがわかる。
その後は50 pipsは取れているので検証すると良いトレードではないか︖
と考えられる。

現在B波と考えると、どこかでC波スタートのはず。
ということは、やはり、76.1円あたりかも︖

下降を狙って、⼤きな流れに従うこともありかなぁ。



AUD/USD WEEKLY

AUD/JPYをトレードする際に、AUD/USDを視野に⼊れる必要がある。
週⾜で確認すると、オレンジのトレンドラインに当たりそうな雰囲気となる。
ここでトリガーとなると、AUD/JPYでも下降開始となる可能性が⾼い。

双⽅の通貨で確認をすると、エントリーポイントもわかりやすいのではないだろうか︖



AUD/JPY DAILY VOLATILITY
上昇傾向から週ボラが140まで上昇してきた。
⽐較的取りやすい環境になってきたのではないだろうか︖



USD/WTI （WEST TEXAS INTERMIDIATE）
原油価格が上昇すると資源国通貨が強くなる。と考えると、
7⽉に⼊って、下降傾向に⼊れば、WTIとオジ円との関係は2⽇遅れとも⾔える。

WTIは既にB波へ⼊ってい
るようだ。

ここをどう解釈するかは個⼈
の課題となるであろう。



おじえん まとめ 20190630現在

•週⾜トレンド的には下降となる。
•原油価格の動向を注視したい。
•⼤きく取れそうな週ボラとなるので、指値でのトレードを⽬指したい。
• どこかで売り・ショートエントリーを仕掛ける⽅が良いかも︖
•⽇⾜B波が狙えるかも︖


